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對象物に壓力をかける動詞について
―― “按”、“摁”、“压”、“推” ――
中　司　　　梢
１．はじめに
　人間が行う動作の中でも特に多樣性を持つのが手の動作である。それを反映
して中國語の動作動詞の中でも手の動作を表す動詞は、足や肩など手以外の身
體部位による動作動詞に比べて壓倒的に數が多いと考えられる１）。このように
數が多い中國語の手に關する動作動詞の意味について個別的に論じた研究や、
全體的な體系を明らかにしようとする研究はあるものの（林等 1991、遠藤 1997、
プロジェクトD 1999、森・宮畑 2011）、動作動詞の意味體系を十分に示したもの
は管見の限りまだない。辭書に代表されるように、ある語を單に他の語で言い
換えたり、ことばだけで説明したりしようとすると、本來の意味から脱落する、
もしくはそれに付加される情報があるのではなかろうか。またこれまでの動詞
研究では動詞が取りうる名詞との關係、すなわちコロケーションに着目するこ
とが多かった。名詞が指し示すものが空間的に他の事物から獨立して存在する
のにたいし、動詞が指し示すものは空間的に單獨では存在しえず、他の事物に
依據しなければ存在しえないという點で、動詞を論じるにあたり名詞との關係
は非常に重要であることは確かである。しかし、動詞が表す實際の動作の詳細
についてはあまり着目されてこなかった。またコーパス資料など文獻資料のみ
を用いた手法もあるが、それは文脈から動作を想像するため、現實に行われて
いる動作とは相違する可能性を否定できない。
　そもそも動作動詞の意味とは、また體系とは何なのであろうか。
　母語話者であるならば、當該言語のある動詞についてそれがどのような動作
か具體的なイメージを想起することができるだろう。そして、動詞によっては
非常に多くのイメージを想起し、また別の動詞については１つか２つのイメー
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ジのみを想起するかもしれない。つまり、母語話者が動詞について持つイメー
ジは、動詞によって非常に廣がりを持ったり、そうでなかったりする。このイ
メージの廣がりこそが語の意味であると考えられる。
　ところで、動詞Aのイメージの一部は動詞Bのイメージの一部と重なったり
する。また動詞Bのイメージは動詞Cのイメージを包括するかもしれない。そ
して各動詞のイメージの廣がりの集合が動詞體系をなしている。これらは人が
生まれてから徐々に頭の中、つまり腦に構築されてきたものと考えられており、
ある言語の母語話者間ではほぼ共通する。言語を獲得する過程において身體を
通した經驗が基盤となることは、すでに樣々な分野で實證されつつある。その
ような經驗の中で手による動作はもっとも原初的なもののひとつであり、した
がって手による動作動詞を檢討することが重要であると考えられる。具體的に
は、母語話者が頭の中に持つ各動詞についてのイメージの廣がり、またその集
合、すなわち體系がどのようなものであるかを、できるだけそのままのかたち
で可視化することはできないだろうか。
　さて、動作そのものについては作業療法やロボット工學など、言語學以外の
領域において詳細な觀察や分類が行われている。本論では中國語に多く存在す
る手に關わる動作動詞を對象とし、母語話者への調査から得られた各動詞につ
いての動作の映像データを、手の實際の動作に着目した動作學の成果をも援用
しつつ考察・分析することによって、その體系の可視化を試みたい。
　なお動詞によってはメタファーリンクやメトニミーリンクの關係によって擴
張された派生的な意味を持つものもあるが、本論では具象的な意味から抽象的
な意味へ派生する前の基本的な意味についてのみ取り扱う。
２．手の構造とその動き
２.１　手の構造
　手とは、手首の關節より先、指先までの部分を指す。手は手根、中手、５本
の指に分かれる。手根とは一般に手首と呼ばれる部位のことで、手根と中手を
合わせた部分の前面を手掌、反對側を手背と呼ぶ。指は母指、示指、中指、環
指、小指からなる２）。
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２. ２　手の使用形態
　鎌倉 1989によると手の使用過程には常に動的な部分と靜的な部分とがあり、
動作の進行中に指が動く動的使用と、指がほとんど動かない靜的使用に分けら
れる。靜的使用について鎌倉は次のように述べている。
なにかを持とうとするとき、手はその物に近づくと同時に、母指先端と
他の指（１～４本）の先端の間を廣げる。物の上空に達したとき、“間口”
の大きさは物の徑よりも大きい。手は下降し、開かれていた母指と他指の
間は閉じて物が掴まれる。手はふたたび上昇する。この間に指はさまざま
に動いて、手の中の物の位置を變える。最後に、その物と手指は、慣れた
１つの關係に落ち着く。（中略）最終段階に落ち着いた後の手の指は、も
はやほとんど動かない。まったく動かないわけではなくても、物と指の相
對關係は變わらない。いまここで“靜的な使用形態”と呼ぶのは、このよ
うな状態のことである。 （鎌倉 1989。下線は中司による）
２. ３　手の動き
　鎌倉が「手には多數の關節がある。どのように複雜な手の動きも、結局は關
節運動の組み合わせである」と述べているように、手による動作を考察してい
くうえで、まず手の關節運動を理解することが必要である。
　手の關節運動には、伸展・屈曲、および内轉・外轉があり、手のかたちとそ
の動きはこれらの自由度の有無とその程度によって決まる。伸展とは關節が伸
展して指先が手掌から遠ざかる動きを言い、屈曲とはその逆で、關節が屈曲し
て指先が手掌に近づく動きを言う。また内轉とは、中指の長軸を中心として中
心軸へ指が近づく運動を言い、外轉とは逆に中心軸から指が離れる運動を言う。
このほかに、母指の指腹を他の指の指腹に向かいあわせる運動である對立（對
向とも呼ばれる）がある３）。
３．分析對象
　上述の鎌倉による手の使用形態の分類に從えば、手の動的使用に該當する中
國語動詞の例としては“放”、“抛”、“扔”などがあり、手の靜的使用に該當す
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るものには“打”、“推”、“托”などがあると言ってよい。筆者は中國語の手に
關する動作動詞において後者がより多く存在すると判斷している４）。動作動詞
の體系全體を可視化するには體系内のすべての動詞を分析する必要があるが、
一度に行うのは紙幅の關係等もあり困難である。よって本論では手の靜的使用
に關する動作を表す動詞のうち、對象物に壓力をかける動作を表し、しばしば
日本語の「押す」に對應する“按”、“摁”、“压”、“推”を取り上げる。
４．方法
　まず各々の動詞が表す動作そのものを觀察することが必要であるため、筆者
は中國語母語話者に各々の動詞が表す動作を實際に行ってもらい、それを録畫
した。
４. １　インフォーマント
　中國語母語話者５名（男性２名・女性３名）、居住地域（５～15歳時）は北京市
２名、河北省承徳市１名、遼寧省錦州市１名、山西省呂梁市１名、平均年齡は
29.6歳だった。
４. ２　調査方法
　インフォーマントは周圍の物が視界に入らないように設定された部屋で、調
査者が讀みあげ、またパソコンの畫面上もしくは紙に示される字（動詞）を見
た後、３秒以内にそれがどのような動作であるか身體を用いて表現するよう求
められた。インフォーマントは動作後、具體的に何をしている動作か尋ねられ
た。また思いついた動作をすべて思いついた順番に表現するよう求められた。
このような方法を取ることにより、ある動詞について母語話者の頭の中にある
動作を脱文脈的に確認することが可能になると考える。ただし調査時の条件が
一定していなかったため、周圍の物を使って動作を行った者もいた。
４. ３　分析方法
　次に動作學の成果を援用して、指の本數、指の状態、力の方向、兩手の協調
の有無の４つの角度から映像データを分析した。
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　指の状態については中司 2014ではYamashita and Mori 1963（圖１）に從い、
４つの設問―指は曲がっているか（Are fingers bent?）、隣り合う指は互いに接し
ているか（Are fingers touched?）、指先は手掌に接しているか（Do finger tips reach 
to palm?）、指と手掌は輪を形成するか（Is a ring made by fingers and palm?） ―への
答えの組み合わせによってA～Fの六種類に分類した。ただし「指先は手掌に
接しているか」は對象物の形状などに左右されるため、目測で近位指節間關節
（proximal interphalangeal joint）（母指以外の示指、中指、環指、小指の第二關節）が90
度以上屈曲しているかを基準として判定した（日本整形外科學會身體障害委員會
等 1974）。
　だが、この方法では指と手掌で行う動作は分類できるが、指１本など手掌の
關與がない動作は分類できない。よって本論ではYamashita and Moriを參考に
しつつもA～Fという分類方法はとらずに、指の本數および指の状態を個別に
立てることにする。
　指の本數とは動作の際に何本の指を用いるかを表し、指１本、指２本、指３
本、指４本、指５本に分類する。
　指の状態は手の關節運動によって決まる。上述したように手の關節運動には
伸展・屈曲、内轉・外轉がある。Yamashita and Moriにおける、指は曲がって
いるか、指先は手掌に接しているか、指と手掌は輪を形成するかの３つの設問
圖１　Classificationofhandworks（YamashitaandMori1963.p65.Fig2）
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は伸展・屈曲の有無およびその程度に關するものである。本論ではこれに從い、
１．指は曲がっていない
２．指は曲がっており手掌には接していない
３．指は曲がっており手掌に接している、かつ指と手掌は輪を形成する５）
４．指は曲がっており手掌に接している、かつ指と手掌は輪を形成しない６）
に分類する。１は即ち伸展した状態であり、４へ近づくほど指の屈曲度が強く
なる７）。
　また、Yamashita and Moriの隣り合う指は互いに接しているかという設問は
内轉・外轉にあたる。隣り合う指が互いに接していれば内轉した状態、そうで
なければ外轉した状態である。本論では内轉・外轉については、どちらが優位
かによって内轉優位、外轉優位、その他の３つに分類した。その他とは、指１
本による動作など内轉とも外轉とも無關係であるものを表す。
　手の關節運動のうちの母指の對立についても觀察したが、結論を先に言えば、
どの動作にも對立はみとめられなかったため、本論ではこれについては取り扱
わない。
　力の方向とは力がかけられる方向を表し７）、上、下、横、内、外の５つに分
類した。力が上方向にかけられる場合を上、下方向にかけられる場合を下、横
方向にかけられる場合を横とした。また、自分から見て力が内方向にかけられ
る場合を内、外方向にかけられる場合を外とした。
　兩手の協調の有無によって、兩手による動作と片手による動作に２分類し
た。インフォーマントが動作を兩手で行った場合は兩手動作、片手で行った場
合は片手動作とした。
　以上は主に手のうごきに關する規定であるが、實際の動作は肘、肩、さらに
は體幹などにも及ぶ。手のみで完結する動作は數えるほどしかなく、多くの動
作はその他の身體部位の協力によってはじめて完成すると言える。動作動詞に
ついて動作學的にアプローチをするのであればこのような手以外の身體部位と
の相互の關係も重要であるが、我々は外部世界のすべてを認識しているのでは
なく、一番顯著な部分に焦點を當て、それを切り取って言語化する。手による
動作において一番顯著で焦點化されるのは作用點である手である。よって本論
では各動詞が表す動作について手の範圍にとどめて分析、考察を行い、その他
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の身體部位との關係は補足的に取り扱う。
５．結果と考察
　調査の結果はP. 48の表１のように表される。表中の動作タグは動詞、イン
フォーマント番號、動作順を表し、例えば「按C102」は“按”についてインフォー
マントC1が行った２番目の動作を表す。P. 50の表２は４つの動詞の分布對照
表で、數字は延べ動作數を表す。なお、たとえば左手は伸展、右手は輕度屈曲９）
のように、それぞれの手で指の状態が異なる場合は、伸展と輕度屈曲の欄いず
れにも記入している（表１「按C402」など）。この場合の表２における動作數は、
伸展0.5、輕度屈曲0.5とし、動作１例で１ポイントとなるようにした。
５. １　“按”
　“按”は、片手の指１本もしくは指５本を伸展させた状態で、對象物に壓力
をかける動作が多く行われた。力の方向は下が12例、外が４例で、下方向への
傾向がかなり強い動詞である。さらに動作の際の指以外の身體部位にまで目を
向ければ、多くは肘や肩を動かし、對象物に壓力をかける動作であることが確
認される。
　指の状態のうち、内轉・外轉はほぼ同數分布しており、指を伸展させて手掌
や指腹の面としての機能が發揮される状態であれば、内轉・外轉のいずれかは
問わないことを示している。
　片手動作（11例）が多いが、對象物が大きい場合などは兩手を用いることも
ある（５例）。
５. ２　“摁”
　今回の調査では、分布としては“摁”と“按”はほぼ同じで、兩者に大きな
違いは見られなかった。すなわち、“摁”は指１本（４例）もしくは指５本（７
例）で下方向（７例）、もしくは外方向（４例）に壓力をかける動作が行われた。
また、基本的に片手で行われる。
　だが個別の動作を見てみると、“按”との違いも確認できる。“按”について
インフォーマントの全員が一番目に行った動作は指１本でスイッチを押す動作
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　表１　“按”、“摁”、“压”、“推”の動作結果
動作タグ
指の本数 指の状態 力の方向
片手か 
両手か
何をしている動作か10）
指１本 指２本 指３本 指４本 指５本
←伸展・屈曲→ 内転・外転
上 下 横 内 外 片手 両手
1 2 3 4
内転
優位
外転
優位
その他
按
C101 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 按门铃。
C102 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 按手印。
C103 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 我按住他。
C104 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 按开关。
C105 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 按住，不要动了。
C201 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 　
C202 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 把开关按下去。
C203 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 片手 　 把浮到水面的东西，按到水底下去。
C301 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 按住，为了把东西（这张纸）固定住。
C302 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 按住这张纸。
C303 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 为了支撑身体，双手按在桌子上面。
C304 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 按住，为了把东西（这张纸）固定住。
C401 指１本 　 　 　 　 　 2 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 坐电梯时，按钮按一下。
C402 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 按腿。
C403 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 这个床是硬还是软不知道，所以我按一下。
C501 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 按开关。
摁
C101 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 地震时把桌子摁住。
C102 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 地震时把桌子摁住。
C103 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 在墙上摁一个钉。
C104 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 摁门铃。
C105 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 我想抓一个小兔子，我摁住它。
C201 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 摁开关。
C202 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 片手 　 水缸里有个浮起来的球，摁下去。
C301 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 摁手印。
C302 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 这个人犯罪了，把他摁住。
C401 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 摁被子/摁床。
C501 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 摁开关。
压
C101 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 压着。
C102 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 我不想让你看到什么，我可以这样，压着。
C103 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 压着我的手。我们礼仪的时候，你的这个手放在上面嘛，我
压着它。
C104 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 洗发水，压压压出来。
C201 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 片手 　 水缸里的球压下去。
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　表１　“按”、“摁”、“压”、“推”の動作結果
動作タグ
指の本数 指の状態 力の方向
片手か 
両手か
何をしている動作か10）
指１本 指２本 指３本 指４本 指５本
←伸展・屈曲→ 内転・外転
上 下 横 内 外 片手 両手
1 2 3 4
内転
優位
外転
優位
その他
按
C101 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 按门铃。
C102 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 按手印。
C103 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 我按住他。
C104 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 按开关。
C105 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 按住，不要动了。
C201 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 　
C202 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 把开关按下去。
C203 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 片手 　 把浮到水面的东西，按到水底下去。
C301 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 按住，为了把东西（这张纸）固定住。
C302 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 按住这张纸。
C303 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 为了支撑身体，双手按在桌子上面。
C304 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 按住，为了把东西（这张纸）固定住。
C401 指１本 　 　 　 　 　 2 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 坐电梯时，按钮按一下。
C402 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 按腿。
C403 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 这个床是硬还是软不知道，所以我按一下。
C501 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 按开关。
摁
C101 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 地震时把桌子摁住。
C102 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 地震时把桌子摁住。
C103 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 在墙上摁一个钉。
C104 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 摁门铃。
C105 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 我想抓一个小兔子，我摁住它。
C201 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 摁开关。
C202 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 片手 　 水缸里有个浮起来的球，摁下去。
C301 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 下 　 　 　 片手 　 摁手印。
C302 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 　 両手 这个人犯罪了，把他摁住。
C401 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 摁被子/摁床。
C501 指１本 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 その他 　 　 　 　 外 片手 　 摁开关。
压
C101 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 压着。
C102 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 我不想让你看到什么，我可以这样，压着。
C103 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 压着我的手。我们礼仪的时候，你的这个手放在上面嘛，我
压着它。
C104 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 洗发水，压压压出来。
C201 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 下 　 　 　 片手 　 水缸里的球压下去。
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動作タグ
指の本数 指の状態 力の方向
片手か 
両手か
何をしている動作か10）
指１本 指２本 指３本 指４本 指５本
←伸展・屈曲→ 内転・外転
上 下 横 内 外 片手 両手
1 2 3 4
内転
優位
外転
優位
その他
压
C301 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 用手用力自上往下使劲地压。
C302 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 用身体压住对方。
C401 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 　
C402 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 你的行李很多嘛，然后箱子很小，如果装不下的时候压一压。
C501 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 我的书页脚折起来的时候，我想让它再变平的时候，这样压/
做饺子，你用白菜会有很多水，把水压出去。
推
C101 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 把窗户推开。
C102 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 推门。
C103 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 　 両手 推下去。
C104 　 　 　 　 指５本 　 　 　 4 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推车。
C201 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 　 両手 有一辆车不能动了，很多人过来推着车走/推别人一把。
C202 　 　 　 　 指５本 　 　 3 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推着自行车走。
C203 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 把门推开。
C301 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 　 両手 　
C302 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 　
C303 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 向前推。
C304 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 把这个人推出去。
C305 　 　 　 　 指５本 　 　 　 4 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推着小车往前走。
C401 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推桌子。
C402 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推桌子/推人。
C501 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推行李，下面有轮子。
C502 　 　 　 　 指５本 　 　 3 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推自行车。
　表２　“按”、“摁”、“压”、“推”の分布對照表（數字は延べ動作數を表す）
動詞
指の本數
指の状態
力の方向
片手か 
兩手か 合計 
動作數
←伸展・屈曲→ 内轉・外轉
指１本 指２本 指３本 指４本 指５本 1 2 3 4
内轉 
優位
外轉 
優位
その他 上 下 横 内 外 片手 兩手
按 7 0 0 0 9 13.5 2.5 0 0 4 5 7 0 12 0 0 4 11 5 16
摁 4 0 0 0 7 8 3 0 0 4 3 4 0 7 0 0 4 8 3 11
压 0 0 0 0 10 6.5 3.5 0 0 9 1 0 0 10 0 0 0 4 6 10
推 0 0 0 0 16 11 1 2 2 10 6 0 0 0 0 0 16 5 11 16
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動作タグ
指の本数 指の状態 力の方向
片手か 
両手か
何をしている動作か10）
指１本 指２本 指３本 指４本 指５本
←伸展・屈曲→ 内転・外転
上 下 横 内 外 片手 両手
1 2 3 4
内転
優位
外転
優位
その他
压
C301 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 用手用力自上往下使劲地压。
C302 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 片手 　 用身体压住对方。
C401 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 　
C402 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 你的行李很多嘛，然后箱子很小，如果装不下的时候压一压。
C501 　 　 　 　 指５本 1 2 　 　 内転 　 　 　 下 　 　 　 　 両手 我的书页脚折起来的时候，我想让它再变平的时候，这样压/
做饺子，你用白菜会有很多水，把水压出去。
推
C101 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 把窗户推开。
C102 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 推门。
C103 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 　 両手 推下去。
C104 　 　 　 　 指５本 　 　 　 4 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推车。
C201 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 　 両手 有一辆车不能动了，很多人过来推着车走/推别人一把。
C202 　 　 　 　 指５本 　 　 3 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推着自行车走。
C203 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 把门推开。
C301 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 　 両手 　
C302 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 　 外転 　 　 　 　 　 外 片手 　 　
C303 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 片手 　 向前推。
C304 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 把这个人推出去。
C305 　 　 　 　 指５本 　 　 　 4 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推着小车往前走。
C401 　 　 　 　 指５本 　 2 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推桌子。
C402 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推桌子/推人。
C501 　 　 　 　 指５本 1 　 　 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推行李，下面有轮子。
C502 　 　 　 　 指５本 　 　 3 　 内転 　 　 　 　 　 　 外 　 両手 推自行车。
　表２　“按”、“摁”、“压”、“推”の分布對照表（數字は延べ動作數を表す）
動詞
指の本數
指の状態
力の方向
片手か 
兩手か 合計 
動作數
←伸展・屈曲→ 内轉・外轉
指１本 指２本 指３本 指４本 指５本 1 2 3 4
内轉 
優位
外轉 
優位
その他 上 下 横 内 外 片手 兩手
按 7 0 0 0 9 13.5 2.5 0 0 4 5 7 0 12 0 0 4 11 5 16
摁 4 0 0 0 7 8 3 0 0 4 3 4 0 7 0 0 4 8 3 11
压 0 0 0 0 10 6.5 3.5 0 0 9 1 0 0 10 0 0 0 4 6 10
推 0 0 0 0 16 11 1 2 2 10 6 0 0 0 0 0 16 5 11 16
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だった。一方、“摁”の場合はインフォーマントが一番目に行った動作にはや
やばらつきがみられ、指１本による動作を行った者は３名で、殘りの２名は指
５本による動作であった。インフォーマントC4 は指５本による動作のみ行い、
指１本による動作を行わなかった。このインフォーマントは調査時に「“摁”
は日常的にあまり使わない」と回答している。實際のところ“按”と“摁”の
相違は分布にも確認される。“按”は全動作16例中、指１本が７例、指５本が
９例であるのに對し、“摁”は全動作11例中、指１本が４例、指５本が７例で、
“摁”のほうが若干指５本の傾向が強い８）。
５. ３　“压”
　“按”と“摁”が指１本でも指５本でも行われる動作であるのに對し、“压”
と“推”はすべて指５本を用いて行われる動作であった。指の本數は對象物へ
の作用面積に直接關わるため、“压”や“推”が取りうる對象物は“按”や“摁”
に比べてやや大きいと言える。
　“压”は指５本を伸展、もしくは輕度に屈曲させた状態で下方向に壓力をか
ける動作が行われた。行われたすべての動作が下方向であり、方向への規定が
非常に強い動詞である。動作が行われる際には肩や肘の動きによって壓力がか
けられるが、腰が動くこともあり、その場合、身體全體の重みを下方向にかけ
ている。さらに、動作時ひとたび對象物に壓力がかけられると、その状態が保
持された。“按”と“摁”が動作時に何度も同じ動きが行われることが多かっ
た（たとえば、何度もスイッチを押す）ことと比べれば、“压”は壓力をかけ續け
る點が重要であると言える。また手のみならず、臀部や本などによって對象物
に重みをかける行爲も行われた９）。“压”という動作は手で行われるだけでなく、
重みをかけることができればその他の身體部位や本などの無情事物でもよいこ
とが分かる。
　なお兩手の協調の有無については、片手動作が４例、兩手動作が６例で、そ
れほど差はないが、P. 53の表３の兩手動作の場合の兩手の状態を見てみると、
手と手が重なっている動作が５例、離れている動作が１例であり、重なってい
る傾向が強い。兩手を重ねた場合は對象物への力の作用面積は片手の場合と變
わらないので、強い力をかける時は兩手を用いると言える。
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　また、内轉・外轉については内轉９例、外轉１例で、内轉への傾向が強いこ
とが判明した。當初の豫想に反するこの内轉への傾向の強さは何を意味してい
るのであろうか。内轉して對象物に手を添わせると力を集中させることができ
るので、これは兩手の場合と同じく力の強さと關係していると考えられる。し
たがって、“压”は力を集中させる動作であることが分かる。
５. ４　“推”
　“推”は指５本を伸展させた状態で、外向きに力をかける動作が最も多く行
われた。“按”、“摁”、“压”が下方向への傾向が強かったのに對し、“推”につ
いて行われた動作はすべて外方向であった。
　そもそも對象物に壓力を加える際、指を強く屈曲させた拳のような状態では
力が傳わりにくいため、普通指は伸展、もしくは輕度に屈曲した状態で行われ
る。“按”、“摁”、“压”はすべての動作においてそうだった。なぜならばこれ
らは下方向に壓力を加える動作であり、對象物を動かすことよりも、むしろ動
かさない、その動きを止める、すなわち固定が目的となることが多いと考えら
れるからである。一方、“推”もインフォーマント全員が一番目に行った動作
は指を伸展、もしくは輕度に屈曲させた状態での動作であり、動作數としても
全動作16例中13例と多かった。しかし、“推”は外方向、つまり水平方向に壓
力を加える動作であり、多くの場合、對象物を動かすことが目的となる。し
たがって、對象物の形状によっては指が強く屈曲した状態であることもある。
たとえば、推C202や推C502などの動作に見られるような自轉車のハンドルを
握って押す場合などがそれにあたり、この點は他の３つの動詞とは異なる。
　また片手動作５例、兩手動作11例で、兩手動作のほうが多く、表３に示され
ているように兩手動作時の手と手は離れている。何をしている動作かについて
表３　兩手動作時の兩手の状態
動詞
兩手の状態 兩手動作の
合計動作數離れている 重なっている
按 4 1 5
摁 3 0 3
压 1 5 6
推 11 0 11
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インフォーマントが“有一辆车不能动了，很多人过来推着车走”（推C201）、“推车” 
（推C104）などと回答していることから、“压”とは異なり、“推”は對象物全
體を支配下に置く必要はなく、自分の身體よりも大きいものも“推”できる。
６．結語
　以上の分析と考察を整理すると次のようにまとめることができる。“按”、“摁”
は指１本でも指５本でも行われる動作であるのに對し、“压”、“推”は常に指
５本、すなわち手全體を用いて行われる動作である。これは各々の動詞が取り
うる對象物の大きさに關係した。また、力の方向は“按”、“摁”は下方向の傾
向が強いが、外方向もありうる。“压”と“推”は方向への規定が非常に強く、
前者は常に下方向、後者は外方向である。さらに指の伸展・屈曲について言え
ば、“按”、“摁”、“压”は指が伸展、もしくは輕度に屈曲した状態で行われる
が、“推”は對象物の形状によっては指を強く屈曲させた状態で行われること
もある。“推”がこのような結果を示すのは、この動詞が對象物の移動に重點
があることに起因している。指の内轉・外轉については“按”、“摁”、“推”は
それほど際立った傾向がなかったが、“压”は内轉傾向が非常に強く、力を集
中させる動作であることが示された。兩手の協調の有無については、“按”、“摁”
は基本的に片手動作であり、“推”は兩手の傾向が強く、取りうる對象物はや
や大きい。“压”は兩手を用いる際、手と手は重なっており、より強い力を必
要とする場合に兩手を用いていることが分かる。
　手に關わる動作動詞のうち、“按”、“摁”、“压”、“推”を動作學に基づいて
分析し、その結果を分布化することで、單なる類義語比較にとどまらない、各々
の動詞が表す動作のイメージをより鮮明に示すことができた。そして各動詞に
おけるこのイメージの集合こそが動詞體系の一部をなしているのである。今後、
分析對象の動詞の數を増やしていくことで、體系の全貌を明らかにしていきた
い。今回取り上げた指の伸展・屈曲、内轉・外轉のほかに、母指の對立の有無
なども併せて分析していく必要があるであろう。
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資料　インフォーマントによる動作例　
按C501
摁C301
推C304
压C501
按C101
摁C105
压C104
推C203
按C203
摁C501
推C502
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注）
１） 筆者が『现代汉语词典第五版』所收の動詞を調査した結果、手による動作を表す動
詞は約100個あるのに對し、足による動作を表す動詞は十數個、肩による動作を表
す動詞は數個であった。
２） なお鎌倉、上羽などによると、母指は形態的、機能的にその他の４本の指と異なる
ため、別のものとして扱うのが一般的であると言い、母指以外の指を母指と區別し
て指と呼んでいる。母指は英語では thumb、ドイツ語ではDaumen、その他の指は
finger、Fingerと呼び、名稱として區別する。
３） 對立運動は主に母指の手根中手關節（carpometacarpal joint）の外轉と屈曲によって
なされる（鎌倉 1989）。
４） これら手の靜的使用に關する動作を表す動詞のうち、對象物を手にしている動作を
表す動詞“托”、“捧”、“端”、“握”、“攥”については中司2014においてすでに論じ
ている。
５） 指と手掌が輪を形成するかは母指以外の４指について言うものであり、母指は手の
構造上、無關係である。
６） 指と手掌が輪を形成しない場合、手はこぶしを握ったような塊の状態となる。
７） 本論における「強い屈曲」とは指の屈曲の角度についていうものであり、力の強弱
とは無関係である。
８）「力の方向」は、中司 2014では「掌の向き」として表されていたものである。動作
には掌を用いない指のみによる動作もある。當初この場合は掌の向きではなく、指
腹の向きを取ろうと考えていたが、つまるところ作用點の違いにすぎず、掌の向き
にしろ指腹の向きにしろ、それらが表すのはかけられる力の方向である。よって本
論からは「力の方向」とする。
９） 本論における「軽度屈曲」とは、指は曲がっており手掌には接していない状態を指す。
力の強弱とは無関係である。
10） ただし、このデータ上の差が有意であるかは今回の調査だけでは判斷しかねる。今
後の追加調査や考察を待ちたい。なお分布とは直接關係はないが、“按”と“摁”
について合計動作數（表２）を見てみると、“按”は16例、“摁”は11例と差が出て
いる。具體的に何をしている動作かを見てみると、“双手按在桌子上面”（按C303）
や“按腿”（按C402）などは“摁”には見られなかった。これらの結果から、“按”
は“摁”に比べて語の使用頻度が高く、また結びつく對象物が多いため、インフォー
マントは“按”についてより多くの具體的な動作を想起し、それが動作數の多さに
影響したと考えられる。つまり、母語話者が動詞について持つイメージの廣がりと
いう點ではやや“按”のほうが廣いのではなかろうか。“摁”と“按”については
基本的な部分は共通するものの、母語話者にとってはそのイメージの廣がりに若干
の差があると考えられる。
11） 手による動作以外の例は２例あった：“我坐着的时候，我放一本书，我坐在这儿，
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我压着。”／“把一本书压到了另一本书上。”
12） 「何をしている動作か」については、調査時のインフォーマントの回答をできるだ
けそのまま載せた。なお、データなしは空欄とした。
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標　題：論施加力量的動詞“按”、“摁”、“壓”、“推”
Title：The Usage of ‘An’ 按 , ‘En’ 摁 , ‘Ya’ 壓 , ‘Tui’ 推 , the Verbs that mean ‘to 
exert pressure on’ some Object
摘　要：在人的動作當中，最具有多樣性的是手的動作。因此漢語動作動詞中，
和其他身體部位的動作動詞相比，與手有關的動作動詞非常豐富。在有關手
的動作動詞的研究中，雖然已有個別研究和全面系統的研究，但還不夠充分。
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本論文從與手有關的漢語動詞中選出表示壓力的四個動詞“按”、 “摁”、 “壓”、
“推”作為研究對象，首先通過對漢語母語者進行調查得到有關動作的影像數
據，然後使用著眼於實際動作的動作學理論，從以下四個角度分析數據：１）
手指數；２）手指狀態；３）手的施力方向；４）進行動作時是否使用雙手。
本論文將分析結果系統化，進一步明確顯示出各動詞所表示的動作表象。
關鍵詞：動作動詞　手　語義系統　表象　壓力
